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第2回OMUPサロン

新春に寄せて

　平成14年６月21日（金）、新刊『ブ
ドウを知ればワインが見える』の著
者中川昌一先生（大阪府立大学名誉
教授）を囲んで第２回OMUPサロンを
開催した。
　日本におけるブドウ研究のメッカ、
大阪府立大学の研究源流を辿ると、
それは河内地方である。一時期はわ
が国最大のブドウ栽培面積を誇った
とも語られている生駒南麓の傾斜地、
羽曳野市は駒ヶ谷の「河内わいん館」
を全館借りきった盛大なサロンとな
った。

　サロンに先立ち、今回は中川名誉
教授ご自身と、現教授で中川教授の
後継者でもある堀内昭作先生の好意
によって、現地「レクチャー」のお
まけ付き。さらに、お帰りの際には
旬のブドウ、デラウエアーのお土産
まで頂けるという豪華版。参加者は
OMUP会員外の飛び入りも加えて30名
を越す盛況振りであった。
　現地レクチャーではブドウの栽培
環境と生産物の品質、タネなし処理、
ワイン生産と品種の問題について、
ブドウ本には語りつくせなかった歴
史的・地誌的な概要も、著者自らの
口から伺い知る事ができた。堀内教
授案内のグループもブドウ畑の傾斜
地を散策しながら予定時刻を越えて、
まさしくアカデミックなサロンを醸
成するに相応しい、プレ・サロン・
レクチャーとなった。
　さて、夕暮れ間近の「河内ワイン
の館」では、OMUP編集部のメンバー
であるW.WORKSの皆さんに加え、府立
看護大学の本会会員北村肇教授の研
究室から二人の女性研究者の応援を
得て、手造り、持寄り、買出し料理
が並べられた。サロンは「わいん館」
の館長であり、株式会社河内ワイン
の専務でもある金銅真代様から、歓
迎の挨拶があった後、ブドウ本の著者、

中川先生からの話題が提供された。
先生ご自身のワイン遍歴、ワインの
品質とブドウ栽培条件、欧米を中心
としたブドウ産地のあれこれ、本の
内容以外の事実と先生のお人柄を彷
彿とする語り口に、参加者は各自好
みのワインを片手に、聞き入ったの
であった。河内ワインの創業者であ
る故金銅徳一翁にも話がおよび、さ
らには、金銅専務の美貌と饒舌なワ
イン談義に知らず知らずのうちに引
き込まれ、サロンは「ブドウを知れ
ばワインが見える」でもなければ「ブ
ドウを見てワインを知る」のでもない、
なんだか「ブドウを出汁にワインを
楽しむ」会へと変貌を遂げた感を呈
したのだった。しかし食の原点は、
材料と産品との人智による創造である。
創造された品々を語り合い、食べる
ことの喜びをともに分かち合うとこ
ろから、さらに新たな創造が生まれ
出るのである。その意味でわが国の
ワイン造り、ブドウ生産に偉大な足
跡を残されたという、明治、大正時
代の川上善平衛の話など、ブドウ本
に著述されている断章を想いおこし
ながら、いわば文化懇談会を楽しん
だのだった。

　とっぷり暮れ
た初夏の宵、ワ
インの館には２階
の飾り窓、ステン
ドグラスが参加者のほろ酔い顔をく
っきりと浮き彫りにし、三々五々と
ワインの館を後にした。言わずもがな、
お土産に２，３本のワインボトルを
手にして。
　　　　　　　　（文責　足立泰二）

『ブドウを知ればワインが見える』
　　　　　　　　　　の著者を囲んで
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会場となった河内ワインの館

文中の挿絵は「河内ワイン館」パンフレット
より抜粋掲載。

著者の中川昌一氏

専門書の枠を超え、ワイ
ン通の人たちをも惹き付
ける本書は、ロングセラ
ーの予感も・・・。
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Ｍ
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Ｐ
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Ｐ
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ー
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①
　
農
学
生

命
科
学
へ
の
い
ざ
な
い
』
が
刊
行
さ
れ
、

販
売
も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
つ
の

学
問
領
域
の
中
で
、
複
数
の
教
授
陣
が
、

自
ら
の
学
問
体
験
を
通
じ
て
そ
の
学
問
の

面
白
さ
を
語
っ
た
も
の
で
、
高
校
生
や
大

学
生
の
入
門
書
に
な
る
よ
う
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
ら
の
経
験
を
語
る
中
で
、
初

め
て
学
問
に
触
れ
る
若
者
た
ち
に
、
学
問

の
本
当
の
面
白
さ
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
農
学
生
命
科
学
に
続
く
第
二
弾

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
な
る
学
問

領
域
が
何
に
な
る
の
か
、
楽
し
み
で
も

あ
り
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
楽
し
み
が
倍
増
し
て
く
る

も
の
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
知
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
結
集
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
興

味
深
く
面
白
い
も
の
が
で
き
る
は
ず
。

現
在
、
い
く
つ
か
企
画
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
是
非
、
皆
様
か
ら
の
新
企
画
、

執
筆
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
理
事
、
常
務
理
事
、
あ
る
い

は
常
務
理
事
足
立
（
連
絡
先
は
下
記
欄
外
）

ま
で
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
今
日
な
か
な
か
本
が
売
れ
な
い
状
況

の
中
、
馴
染
み
の
本
屋
さ
ん
が
店
を
閉

め
て
い
る
の
に
出
く
わ
す
こ
と
は
、
も

う
驚
く
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
。

　
少
し
古
い
が
、
マ
ス
コ
ミ
専
門
紙
「
文

化
通
信
」
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
平
成

12
年
の
一
年
間
の
書
店
の
新
規
出
店
数

が
５
８
１
店
に
対
し
て
閉
店
数
は
１
、

３
８
２
店
で
あ
っ
た
。
差
し
引
き
そ
の

一
年
間
に
約
８
０
０
店
の
書
店
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
書
店
商
業

組
合
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
書
店
は
、

平
成
13
年
４
月
で
８
、
８
５
３
店
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
降
、
毎
月
の
出
店
数

が
閉
店
数
を
上
回
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

か
な
り
の
数
の
書
店
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
単
純
計
算
で
あ
と
12
年
で
、

日
本
か
ら
書
店
は
す
べ
て
無
く
な
っ
て

し
ま
う
（
？
）
計
算
式
も
成
り
立
つ
。

　
と
り
わ
け
町
の
本
屋
さ
ん
は
深
刻
で

あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
に
雑
誌
の
売
上
を
奪

わ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
は
大
手
の
書
店

に
配
本
を
優
先
さ
れ
入
っ
て
こ
な
い
状

況
で
は
、
太
刀
打
ち
し
た
く
て
も
な
か

な
か
で
き
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。

面
白
い
話
が
あ
る
。
あ
る
町
の
本
屋
さ

ん
が
、
遂
に
店
を
閉
め
コ
ン
ビ
ニ
に
鞍

替
え
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
わ
ず
か

し
か
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
売
れ
筋
の
雑

誌
が
、
最
優
先
で
配
本
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

書
店
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
の
が
何
だ

っ
た
の
か
、
虚
脱
感
に
襲
わ
れ
た
と
そ

の
店
主
は
言
っ
て
い
た
。
出
版
を
取
り

巻
く
構
造
的
な
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
て
い
る
が
、
解
決
策
も
な
い
ま
ま

今
日
も
川
下
の
本
屋
さ
ん
が
一
つ
二
つ

と
消
え
て
い
る
。
　
（
編
集
長
　
金
井
）

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
が
設
立
さ
れ
て
一
年
半
以

上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
日
々
の
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
事
務
局
で
の
様
子
を
こ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
本
が
で
き
上
が
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
二
ヶ
月
に
一
回
の
割
合
で
常
務
理
事

会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
出

版
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
、
例
え
ば
、

提
案
の
あ
っ
た
書
物
の
サ
イ
ズ
、
ペ
ー

ジ
数
、
価
格
を
ど
う
す
る
か
、
出
版
社

の
選
定
、
校
正
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
、
宣
伝
、

販
売
促
進
の
ち
ら
し
、
ス
リ
ッ
プ
の
作
成
、

営
業
な
ど
一
連
の
出
版
物
制
作
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
や
決
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
版
さ
れ
る
会
員
の
方
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
希
望
を
最
大
限
考
慮

し
た
上
で
、
本
の
質
と
価
格
の
バ
ラ
ン

ス
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
ん
な
本
が
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
に
ふ

さ
わ
し
い
か
な
ど
に
つ
い
て
も
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ヴ
ァ

シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
中
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。

　ＯＭＵＰでは、書籍刊行とともに、著者
が自著を語るサロンを開催することにして
います。異分野・異業種の交流を図ること
ができれば幸いです。新刊本の特別価格で
のサービスも用意しています。参加ご希望
の方は、下記にご連絡ください。

          ◇◆◇　記　◇◆◇

日時：平成14年10月18日(金)PM6:00～PM8：00

場所：焼鳥レストラン「とり和」

交通：南海高野線「中百舌鳥」駅、地下鉄御堂筋

　　　線「中もず」駅、下車５分

話題提供者：１０人の執筆各氏（左記参照）

内容：左記の本にまつわる話を伺いながら、会食

　　　し懇談する。

出席届先：下欄外のメール、または足立まで。詳

　　　　　細は、チラシ参照。

☆今回は、地鶏を焼きながら、ざっくばらんな雰

囲気で執筆秘話などを聞く趣向です。お楽しみに!

第３回ＯＭＵＰサロンへのお誘い

■『ＯＭＵＰユニヴァシリーズ①

　農学生命科学へのいざない』

馬場栄一郎、八木孝司、林英雄、

堀内昭作、荻野芳彦、児玉洋、

大木理、森田尚文、米澤司郎、

清田信、各氏執筆。

オーナーの金銅真代専務


